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千葉市都市緑花懇談会の第２次提言をまとめるにあたって 

 

今般、第三期都市緑花懇談会の検討結果を踏まえて第２次提言を取りまとめる

運びとなりました。第一期では「花と緑のまちづくりの基本的考え方」について

検討しその結果は、現在市が展開している「花のあふれるまちづくり推進事業」

に反映されております。第二期では「魅力ある公園にするための管理・運営」を

取り上げ、その成果として「千葉市都市緑花懇談会からの第１次提言書」を取り

まとめ、最終目標として「だれもが楽しめる魅力ある公園」の実現を目指すため、

千葉市版パークマネージメントプランの策定に向けた５つの具体的施策につい

て、提言を行いました。そして今回の第三期では「連携・協働」を共通テーマと

して、「緑の保全」と「緑化推進」を取り上げ、検討を重ねた結果として、以下

に述べる内容の提言を行うという運びとなりました。千葉市が緑豊かで住みよい

都市づくりを実現してゆくために良質な緑を確保してゆくことがきわめて重要

であるとの認識のもとに、現状における緑の動向、これまでの施策の展開におけ

る課題などの検討を踏まえて、｢緑の保全｣と｢緑化推進｣の二つの面から今後の緑

のあり方を討議しました。 

 

｢緑の保全｣についてですが、千葉市では、これまでにも緑の保全に対する様々

な施策を行っており、保存樹林の指定、市民の森の設置や、新たな市民緑地制度

の展開など、着実に取り組んできたものの、樹林地の多くは民有林であることか

ら、適正な管理のための資金や、人材の不足、ボランティアをするにも身近な樹

林地の情報が不足しているという問題が挙げられました。それを踏まえてより実

効性のある施策を展開するためにアクションプランの考え方を打ち出し、個別の

内容について懇談会で討議された内容と市で構想している内容を提案しました。 

 

次に、「緑化推進」ですが、千葉市は、住宅、事業所、公共公益施設など、様々

な緑化指導を行ってきたことにより、「緑地協定」は全国的に誇れる協定数であ

ることや「緑と水辺の基金」を持ち、緑化啓発など各種事業に充当しているもの

の、駅前など中心市街地の緑化が尐ない、緑化重点地区における施策展開の不足、

新たな緑化啓発手法の模索、基金の減尐といった問題を抱えています。これにつ

いても同様の方法で検討し、合わせて次の１０項目を提案しました。 
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「緑の保全」と「緑化推進」に関する１０の提言 

 

１．緑の情報発信基地（森のセンター）の開設 

２．協働参加対象となる「身近な緑」のきめ細かな情報提供 

３．「千葉市から緑でＣＯ２を減らそう」キャンペーンの実施 

４．「緑の診断書」を駆使した、貴重な樹林地の保全 

５．さらなる財源確保と、寄附金の使途を「緑化・緑地保全」目的へ優先使用 

６．「通りごと」の街路樹の管理方針の明確化 

７．ボランティアによる小中学校の校庭の芝生化 

８．全ての公共施設における緑のカーテンの実施 

９．街なかの小さな公園や公共スペースの地元管理 

10．ボランティア団体に対する積極的な表彰 

 

千葉市は首都圏の大都市の中でも緑の量は恵まれているといえるが、人口縮減

の時代にあって、豊かなライフスタイルを保障することが可能な都市建設の面で

先駆的役割を果たすことを基本的理念として、良質な緑のある快適な都市環境の

中で暮らせるまちづくりを実現するために、実効性のある内容をアクションプラ

ンとして提案しました。なお、これらのアクションを通じて理念を実現するため

の手段として、数値目標である緑被率５０％、緑視率２５％を提案しました。 

これらの実現には、これからの時代は行政のみが主導的に施策を展開するので

はなく、市民やＮＰＯ等各種団体、企業が互いに連携し、協働することが極めて

重要であり、かつ必須になると思われます。 

 

今後「千葉市緑と水辺の基本計画」（平成９年策定）については、その後の様々

な社会状況の変化などに対応するため、平成２３年度に新たな基本計画の策定を

予定しているとのことです。第１次提言とともに、今回の第２次提言を、新しい

「緑と水辺の基本計画」の策定に活かしていただき、緑豊かで花のあふれるまち

づくりを実現すること、貴重な緑を次世代に継承していくことを切に期待します。 

 

最後になりましたが、委員の皆様の熱心な討議、貴重なご提案に感謝し、その

成果がより効果的に市の施策に反映されることを願います。 

 

平成２２年８月 

 

         千葉市都市緑花懇談会 

         会長 田 代 順 孝 

 


